















































































































































れる PC周辺機器の多くは 'Windows対応」であるが、公に 'Linux対応」
と調うような製品は少ない。使えないことはないのだが、そこは管理者側
にも技量が求めらるところである。
Linuxキオスク端末はスタートしてまだ日が浅いが、目標は 10年もつシ
ステムとすることである。先に示したように、 4'"'-'5年で物理的なハードの
限界を迎えるため、建物等と違い、システムの分野で 10年以上もつような
仕組を実現することは難しい。しかし、 DVD起動のメリットを享受すると、
物理マシンを交換してもまったく同じ仕組を継続して動かすことができる
ため、実現できる可能性はあると考えている。 2012年5月に和泉図書館が
リニューアルした際に、約150台の貸出PCを導入している。4'"'-'5年後には、
機器のサポート期限を迎え、リプレイスの対象となる。その中で状態のよ
いものを OPAC端末として流用するといったサイクルを実現できればコス
トの節減に大きく貢献できるだろうし、業務の負担も減らすことができる。
中野図書館の現場職員からのヒヤリングによると、まだ細かいところで
調整の余地があるが、利用者もそれほど迷うことなく使っているようなの
で、今後も改善を続けて長く使えるシステムとして育ててゆきたい。また、
OPACだけではなく Linuxキオスクを応用したサービスの拡大も視野にい
れたい。
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